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論文審査の結果の要旨 

 ヒメネス氏の研究は、日本のフィリピン人コミュニティの隠された分節としての「不法滞

在者」に関する詳細な民族誌的記述を通して、移民送出国、ホスト国、そして不法滞在者、

不法滞在者の雇用者の４者間で、いかに「不法性」が必要とされ、構築されるかについて検

討を試みたきわめて独自性の高い研究である。 
 本研究が扱う中心的な課題は、移民受け入れ国でいったん生じた「不法性」が、なぜ存続

し続けるのかという問題である。本研究では、２７名の不法滞在者への聞き取りを含む大阪、

名古屋、東京での４８ヶ月に渡るフィールドワークと、フィリピンに送還された元不法滞在

者への聞き取り調査（マニラ、ブラカン、バギオ）により、「不法性」が存続する背景に、

「熟練した労働者」を「非熟練労働者」として雇用したい日本の雇用主の事情が関係してい

ること、実際には技術を持つ「不法労働者」が本国送還後に、その半「熟練」性ゆえに就職

の機会に恵まれないことがCritical Realismの立場から詳らかにされる。 
 こうした分析を通して、本研究では、移民の「不法性」が、相互行為を通して構築される

こと、時間的、空間的なコンテクストに影響されるという意味で累積的であること、そして

Agencyによって実利的に捏造されたという意味で機能的であることを指摘し、「不法性」を

恒常的に変容していくmorphogenetic processesの発現型として説明している。 
 また本研究では、「不法性」をめぐる詳細な民族誌的記述を行い、解体業者と親密な関係

を結ぶフィリピン人日雇い労働者の戦略や、警察の捜査網からの逃亡と逮捕、留置所での生

活、さらに生存戦略としての愛人づくり、送金と貯金の実態等、これまでナラティブとして

記述されてこなかった様々な不法滞在者の経験が明らかにされている。 
 こうして本研究は、日本に暮らすフィリピン人の包括的な理解に大きな貢献を行っている

と同時に、移民の「不法性」の概念化により、フィリピン人「非正規移民」も含む）が今日

の国際的な労働市場において果たす役割や貢献、および移民送出国、および出身国に対して

持つ役割、意義、重要性を明らかにしている。 
 昨今、日本では、一方で移民のポイント性が議論され、他方、外国人技能実習生制度に潜

む問題が指摘されている。本研究で明らかになった熟練した「非熟練労働者」が持つ性格は、

外国人技能実習生やアジア諸国からの留学生にも見て取ることができる。この点で、本研究

は、法社会学の分野に少なからぬ理論的な貢献をなすばかりではなく、日本における移民政

策に関してきわめて示唆に富む研究であると言えよう。 
 以上より、本論文は博士（人間科学）の学位論文として十分な水準にあるものと認められ

る。 
 
 

 


